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【岩手大学の沿革】 

 

農学部の前身である盛岡高等農林学校及び、工学部の前身である盛岡高等工業学校は、

創設当初から現在とほぼ同じ位置にあった。 

しかし、学芸学部の前身となる岩手青年師範学校男子部（盛岡市高松／現岩手県立盛岡

第三高等学校）と岩手師範学校女子部（盛岡市内丸／現在の県警本部辺り）は、上田団地

に統合され、１９４９年５月には「農学部」「工学部」「学芸学部」の３学部からなる新制

国立大学となっている。 

その後１９６６年には、学芸学部を改称し「教育学部」に、１９７７年には、教養部を

改組し「人文社会科学部」に、更に２０１６年には工学部を改組し「理工学部」とした。 

 

 

 

 

＜上田団地全景＞ 
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第１章 キャンパスマスタープランの方針 

 

中期計画にも掲げているとおり、地域における知の府としての役割を果たすために、

次に挙げる５つの方針に基づいた教育・研究・社会貢献を推進するための拠点を形成す

る事で、すべての大学構成員と地域社会から、時代を超えて愛され、そして継承されて

いく「岩手の風土に根ざした“イーハトーブの学び舎”」をめざすものである。 

 

（基本方針） 

（１）幅広い教養と深い専門性を備え、持続可能な共生社会の形成に寄与する人材

を育成するための教育拠点を形成する 

 

（２）特色を活かした地域課題研究及び独創的な研究を推進するための研究拠点を

形成する 

 

（３）既存施設の有効活用を促すために、施設マネジメントに基づいた教育・研究

施設の共有化を推進する 

 

（４）大学が定める環境配慮活動方針を具現化するために、ＣＯ２削減に対応した

キャンパス環境を形成する 

 

（５）学生や市民に愛されるキャンパスをめざして、地域に開かれた安全・安心な

キャンパス環境を形成する 
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第２章キャンパスの現状と課題

  １）キャンパスゾーニングの現状と課題について（土地利用・交通計画）

図 上田団地ゾーニング
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●現状 

〈土地利用について〉 

岩手大学は、４学部すべての学部が同じ団地内にあることで、教職員や学生が、

他学部との交流を持てることが特徴である。ただ、エリアの分散により、学生の

移動や講義室の確保に支障をきたしている問題が起きている。また、各エリアの

有機的な繋がりが乏しく、場所によっては人口密度に落差があり、防災上問題で

ある。 

〈交通動線について〉 

建物が集約されていないため、自転車での移動が発生し、仮の駐輪場が点在し

ているのが見受けられる。そのため、通行や緊急車両のためのスペース確保の妨

げになっている。 

また、敷地内に自動車（教職員・学生・業者）の乗り入れが多いのに対し、歩

車分離が徹底されていないため、歩行者、自転車、自動車が混在している。 

駐車場も十分なスペースがなく、乱雑に駐車され、キャンパス内の景観を損な

っている。 

 

●課題 

  講義室の移動に時間をとられないようにするためには、同一学部で受講ができ

るのが望ましいが、総合教育をめざしていく中で、カリキュラム等様々な視点か

らの検討が必要になるため、解決に時間を要する。 

 また、安心安全なキャンパスを目指す上で、人口密度を分散させること、歩車

分離の徹底や、駐輪場・駐車場の確保なども検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

  

図 理工学部駐輪場 図 学生食堂駐輪場 
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２）建物の現状と課題について（整備進捗状況と老朽度合） 

●現状 

 現在 500 ㎡以上の主要建物において、経過年数が 25 年以上の建物はほぼ大規模改

修もしくは部分改修を行っており、その中でも Is 値が 0.7 未満の建物は、耐震改修

をすべて終えている。 

建物内の環境においては、社会問題になっている温暖化の影響で、教職員や学生

から冷房設置の要望がある（冷房のカバー率・・・57.4％／暖房はすべてに設置）。 

また、至る所でバリアフリー化が求められている中、講義室等への移動手段であ

るＥＶ等が充実不足であり、建物へのスロープもすべてに完備されていないのが現

状である。（3 階建て以上の建物のＥＶ設置率・・・50％） 

 

●課題 

 順次迫りくる老朽化対策を計画的に対応しつつ、すでに始まっている少子化を考

慮しながら、学校をより機能的かつ魅力的なものに、時代とともに変遷させていく

必要がある。 

建物内の環境においては、限られた予算の中で、老朽化を迎えている分の整備も

考慮しつつ、要望に対応していかなければならない。 

また、学生ファーストに向けて、すべての学生が平等に利用できるよう、ハード

面においてのバリアフリーの充実が求められているが、場所や財源の確保に時間を

要する。 

今後、中長期の目標を、確実に実現されるよう、具体的かつリアリティあふれた

ものが必要となってくると言えよう。 

 

 

＜上田団地配置図（様式２）＞ 

＜岩手大学における施設の経年状況＞ 

＜主要建物の概要一覧＞ 
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３）インフラの現状と課題について

●現状

給排水・ガス管・温水暖房等の設備において、改修時期を越えているものは、老

朽化により、詰まりや漏れ、故障が度々発生している。（主要建物 3 階以上のうち

現在 5 棟あり）。その都度、部分補修等で対応している。

また、できるだけ早急に改修を必要としているものは、雨水配管及び雨水桝であ

り、土中配管内の至る所に木の根が浸食し、詰まりが発生している。そのため、雨

天候時の際には溢れだし、水はけの悪いところでは、浸透が追いつかず水浸しにな

る。

建物外部のガス配管及び水道管は、平成 21 年度にすべて改修済みであり、電力

設備の照明器具等は、毎年の予算内で、高効率型へ順次更新を行い、電気使用量の

削減へつなげている。またケーブル類においても順次更新を行っており、令和 3 年

度に自動火災報知設備工事を完了し、更新時期を越えているものはほとんどない。

通信回線においては、現在すべての講義室で無線ＬＡＮが利用できるが、建物に

よって電波が弱い場所がある。

   

●課題

配管及び付随設備において、老朽化が著しいものから優先順位をつけて、時代に

あったものに更新していきたいが、単独での工事は難しく、建物の改修予定を視野

にいれて計画を立てなければならない。

現在、雨水配管及び桝においては、大規模な改修を検討要請中であるが、財源の

確保と自然との共生の中で工夫も求められる。

    無線 LAN については、すべての学生がいつでもどこでも平等に利用できるよう環

境整備に力をいれていかなければならない。
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４）エネルギー使用の現状と課題について 

   ●現状 

  ・電気 ※建物別資料添付 

  ・ガス 

  ・水道 

 

   ●課題 

  ・電気においては、契約電力を考慮し、使用ピークを分散させたい（違約金の防止） 

  ・ガス 

  ・水道 

    

＜エネルギーの使用実績＞ 

 

 

  

19

19
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9
3

5
9
6

3
4
4
,8
3
3

2
0
,4
5
8
1
1
,9
7
4
,8
1
1

1
7
,1
0
5
1
0
,1
8
9
,0
1
1

1
7
,1
6
9
1
0
,4
1
4
,9
8
3

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
3
,6
6
4

2
,2
0
5
,6
6
1

8
7
9

6
0
7
,6
3
1

2
,6
4
1

1
,6
7
6
,5
1
2

1
2
,1
2
7

6
,7
6
8
,3
5
2

1
1
,5
2
6

5
,9
2
3
,3
0
5

1
0
,4
8
9

6
,6
5
5
,4
9
8

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
2
,2
3
9

1
,3
0
3
,9
8
9

1
,2
6
3

7
4
4
,8
4
5

1
,2
7
7

7
6
8
,8
8
2

8
,0
9
4

4
,7
5
9
,5
6
3

7
,9
8
0

4
,5
6
7
,2
3
1

8
,3
8
6

4
,9
4
0
,6
0
5

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

本
部
棟

学
生
セ
ン
タ
ー

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

理
工
学
部
（
内
訳
あ
り
）

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
（
内
訳
あ
り
）

農
学
部

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

Ｒ
３
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

教
育
学
部

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

人
文
社
会
科
学
部

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

図
書
館

附
属
小
学
校
（
内
訳
あ
り
）

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

学
生
支
援
課
（
課
外
施
設
他
）
（
内
訳
あ
り
）

学
生
寮
・
生
協
食
堂
（
内
訳
あ
り
）

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

水
道
使
用
量
・
金
額
年
度
別
一
覧
表
（
Ｒ
１
・
Ｒ
２
・
R
３
年
度
）
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使
用
量
の
単
位
は
㎥

金
額
の
単
位
は
円

水
道
使
用
量
・
金
額
年
度
別
一
覧
表
（
Ｒ
１
・
Ｒ
２
・
R
３
年
度
）

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
2
,8
4
7

1
,7
0
7
,6
5
4

2
,9
3
8

1
,6
6
2
,4
1
4

2
,8
9
9

1
,7
5
6
,3
4
6

2
,3
3
7

1
,6
8
6
,0
7
2

1
,6
4
8

1
,2
5
1
,8
1
6

2
,1
3
9

1
,6
0
0
,3
6
8

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
1
,0
3
4

6
8
9
,4
0
2

5
5
6

4
0
7
,6
8
5

5
7
6

4
5
1
,6
9
8

4
9

2
9
,7
1
8

3
8

2
2
,3
7
0

6
5

3
9
,8
9
3

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
1
2
1

7
0
,9
0
7

1
2
7

7
5
,3
8
5

1
3
7

8
3
,3
8
7

5
2

3
0
,6
2
2

4
5

2
6
,5
9
4

5
1

3
1
,0
7
9

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
2
1
9

2
8
4
,5
4
0

7
6

2
0
2
,3
2
0

7
4

2
3
4
,6
7
6

2
7
6

8
8
,2
3
2

2
2
4

8
7
,1
1
9

1
9
1

7
6
,4
6
0

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
4
,2
0
9

1
,0
3
9
,8
6
8

5
,0
9
7

1
,3
0
6
,4
4
6

3
,3
0
1

8
7
1
,8
3
0

1
,9
7
2

1
,0
5
9
,7
7
4

8
2
9

5
6
8
,8
0
8

1
,2
8
0

8
8
7
,0
1
2

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

使
用
量

金
　
　
額

計
8
6
,6
7
2
4
9
,0
9
7
,6
9
6

7
2
,6
1
5
4
1
,0
1
0
,5
0
3

7
5
,6
1
5
4
5
,6
1
3
,0
7
3

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

Ｒ
１
年
度

桐
丘
荘

中
央
ボ
イ
ラ
ー
室

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

R
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

附
属
中
学
校
（
内
訳
あ
り
）

Ｒ
３
年
度

Ｒ
 Ｉ

附
属
幼
稚
園

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

附
属
特
別
支
援
学
校

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

附
属
寒
冷
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
内
訳
あ
り
）

釜
石
キ
ャ
ン
パ
ス
（
内
訳
あ
り
）

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

生
物
環
境
制
御
装
置
室

Ｒ
１
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
１
年
度

Ｒ
２
年
度
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  ５）屋外環境の現状と課題について（広場・オープンスペース・緑地管理） 

●現状 

    学生センターと学生食堂の間に、オープンスペース（広場）として、学園祭など

のイベントや地域の伝統行事である「さんさ」の練習の場など、多くの学生が行き

交い、集う場となっている。 

    また、構内には緑地管理が南側と北西側に２箇所あり、それらは保存樹木に指定

されている。南側においては、重要文化財（旧正門門衛所・農業教育資料館）や遊

歩道があるため、市民にも開放され、地域のコミュニティの場になっている。 

 

   ●課題 

    学部によっては、オープンスペース（広場）が離れているため、利用しづらく、

建物内に共同スペースはあるが、利用者が限定されるため、今後多くの学生が平等

に利用できるよう各学部エリア内に設置するなど工夫が求められている。 

また、市民や学生が気軽に利用できるラウンジやカフェテリア（カフェスタンド

等）がなく、椅子やテーブルなども少ないため、今後、悪天候時や授業間にも利用

できるような、人々の憩いのエリアとして屋外空間を充実させたい。充実させるこ

とが、防災の上で、避難場所として役に立ち、地域住民に貢献していくことが理想

である。 

   樹木の手入れや管理（落ち葉清掃・害虫駆除等）においては、キャンパス内だけ

でなく、周囲の住民や近くを利用される市民に対して、迷惑がかからないよう徹底

する必要があり、重要文化財においても、大学及び地域にとって貴重な財産となる

ため、永続的に維持管理及び保全に力をいれていかなければならない。 
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第３章 施設マネジメント 

 

大学の施設は、人材・資金・情報と同様に経営資源の一つであるため、教育研究活

動を支える基盤として、高度化・多様化する教育研究に対応し、優れた知的創造活動

を発展的に進めるために、必要かつ十分な機能を持った質の高い教育研究環境を継続

的に確保していく必要がある。 

また、魅力ある教育研究環境は、国内外の優れた学生や研究者を引き付け、教育研

究の活性化とともに、産学官連携や国際交流の推進にも重要な役割を担っており、延

いては地域の活性化にも寄与することに繋がっている。 

一方、施設の整備や管理は、主として国の施設整備費補助金や運営費交付金等によ

って進められてきているが、昨今の厳しい財政状況の中、このような国の支援は施設

整備等の需要に対して十分であるとは言いがたく、今後も厳しさが増すものと考えら

れる。  

このような背景を鑑み、大学の理念や教育・研究・社会貢献の目標を実現させるた

めには、施設について戦略的な運営を行い、教育研究や財務の戦略と整合性を図りな

がら、最小限の投資により最大の効果をあげる施設マネジメントへの取組が重要であ

る。 

 

１）既存施設の有効活用とスペースマネジメントに向けた取組 

●岩手大学における施設整備の方向性について 

施設マネジメントを「経営者層のトップマネジメント」として進めていくために、

学内の施設整備に関する方針は、学長のリーダーシップに基づいて、戦略的に進め

ていく。 

   ●保有面積削減に向けたガイドライン 

改組に伴う定員減少を踏まえて、将来的な維持管理費の負担軽減を図るために、

平成２８年度に実施した「既存建物の現地調査」に基づいて、保有面積の整備率を

１００％に抑制するとともに、現有スペースを弾力的かつ有効的に活用していくた

めに、共有スペースの確保を進めていく。 

●施設の有効活用に向けた取組 

既存施設の有効活用を促すために、整備完了後一定期間を過ぎた建物に対して、

整備効果の検証を実施し、学内に公表したうえで今後の整備事業に反映させていく。 

（調査項目） 

・室毎の管理責任者、使用者の構成 

・室の用途と、実際の活用状況 

・整備以降の不具合や改善点に対する意見 

・整備によって得られた、教育研究活動への影響・成果・効果等 
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２）維持管理費の削減対策に向けた取組 

●全面改修以外にも、項目毎（部位毎）に耐用年数に応じて計画的に更新を行う必

要があることから、別冊の「インフラ長寿命化計画」に基づいた機能改修を進めて

いくことで、長期的な修繕経費の抑制を図っていく。 

   ●施設整備において、高効率器機への更新を積極的に採用し、環境負荷低減と併せ

て維持管理費の縮減を図る。 

   ●電力、ガス、水道などの公共料金に当たっては、最新の市場動向を注視し、最適

な契約締結に努める。 

 

 

３）省エネルギー対策に向けた取組 

 ●省エネルギー法に定められた「エネルギー消費原単位（原油換算）は、年平均１％

以上低減」を実行するために、環境マネジメント推進委員会と連携してエネルギー

コスト管理を実施する。 

 ●施設整備において、高効率器機への更新を積極的に採用し、環境負荷低減と併せ

て維持管理費の縮減を図る。 

  

 

４）財源確保に向けた取組 

 ●「（独）大学改革支援・学位授与機構施設費交付金」等の補助金を、有効に活用す

る。 

●他省庁の補助金、自己収入や民間資金（寄付）等、新たな資金の確保に向けて、

最新の動向を注視する。 

●施設整備の効果によって得られた維持管理費の削減額を、施設整備費に還元して

行くＰＤＣＡサイクルを確立する。 

 

 

５）その他の課題に向けた取組 

●大学が保有する体育施設等のスポーツ資源を活用し、課外活動等を通じて地域の

活性化や経済活性化に寄与すると共に、体育施設等の維持管理費を確保する仕組み

を確立する。 
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第４章 施設整備計画 

 

１）短期・中長期の施設整備計画 

●当面の重点整備計画 

・（上田）ライフライン再生（給排水設備） 

・（滝沢）演習林管理棟改修 

 

●中長期計画の中で、機能改修が必要となる主要建物（候補） 

・（上田）ものづくり総合実験センター改修 

・（上田）農学部 7 号館改修 

・（上田）農学部 6 号館改修 

・（上田）ＲＩ総合実験センター改修 


